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学位論文題目 湿式粉砕機における媒体挙動のシミュレーション















































































































































第4 章は，第2 章で示したDEM シミュレーション法により湿式媒体撹枠ミル内媒体運動を再現し，その運動情
報からミル消費電力を推算できる手法を提示した.その結果，実測の動力とシミュレーション結果が良好に一致す
ることを明確にした
第 5 章では，湿式粉否判幾内のスラリー流れをシミュレートできる手法として MPS 法を提案し， DEM による媒
体運動のシミュレーション法と連成すると，スラリーの訴識のみならす喋体運動も再現できることを明らかにした
第6 章は， 第 5 章の軒去を湿式車迂訪ミル内媒体運動とスラリー訴識のシミュレーションに適用し，これらの運
動が正確に表示できることを示し丸これより、相去による DEM乱1PS 連成によるシミュレーション法は湿式撹
祥ミル内で、の媒体やスラリー運動の表示に有効であることを明確にした
第7 章は結論であり，各章の結言を纏めている.
以上，本論文は，湿式媒体粉砕機内の媒体運動とスラリー流動の把握に DEM シミュレーション法ならびに
DEM.MPS シミュレーション法が有効で、あり，その情報からミル内部購造が複維な場合でも粉硝車度，摩耗紛発生量，消
費電力の予測が可能であることを明確にした内容であり，環境科学，素材工学の分野に寄与する多くの知見を提示して
いる.
よって，本論文は博士(学制の学位論文として合格と認める.
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